


ここには、レガシィでしか辿り着けない走りの境地がある。ここには、STI でしか知り得ない走りの真実がある。

目指したのは、クルマとドライバーとの新たな一体感。そして新たな走りの姿。サバンナで鍛えられた野生動物のように、ドライバーの操作に、その全身が俊敏に反応する。

クルマにかかる力をあるいは受け止め、あるいは受け流し、4 つのタイヤがしなやかに大地を蹴る。

ボディ、サスペンション、タイヤ・・・。クルマを構成するすべての要素が滑らかなハーモニーを形成することで、美しい躍動感が生まれる。

グランドツーリングカーとして、途切れることのない進化を続けるレガシィ。STI マイスターの“調律（チューニング）”を経て、その走りはさらなる深化を遂げていく。

PHOTO：レガシィ ツーリングワゴン tuned by STI　サテンホワイト・パール












